
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）44，355A356（1991）

東北地域における麦一大豆作付体系の地帯区分と技術構造

倉本器征・関野幸二・梅本　雅・執行盛之●

（東北農業試験場・●九州農業試験場）

Cropping PatternOfWheatand Soybean on the UplandField Converted Fron Paddy

NoriyukiKURAMOTA．KojiSEKINO，MasakiUMEMOTOandMoriyukiSHtGYO‘

Tohoku NationalAgriculturalExperiment Station●

■Kyushu NationalAgriculturalExperimentStation

1　は　じ　め　に

東北地域の水田利用方式は気象条件によって左右される

ところが大きい。ここでは、第1に気象条件から′ト麦・大

豆作付体系の地帯区分を行う。第2に主要地帯の先進事例

の組織構造と技術構造を分析し，水田地域輪作営農の確立

には，集団的土地利用秩序の形成を前提とした労働組織

（労働様式）の変革が必要であることを明らかにする。

2　小麦・大豆作付体系の地帯区分

作付期間内の気象条件から小麦と大豆をこみにした地帯

区分を行った。これと東北地域内の主要地点における小麦

作付期間を除いた日平均気温の積算値（麦後大豆積算気温

値）に基づいた地帯区分がよく一致したので，小麦・大豆

作付体系の地帯区分を行った。図1に示したように小麦あ

るいは大豆の1年1作地帯（Ⅰ）・2年3作地帯（ⅡとⅣ）・

1年2作地帯（Ⅱ）に区分され，このうちⅣはⅡに比べ夏期

高温であり，部分的には1年2作が可能な地域もある。こ

図1気象条件による小麦・大豆作付体系の地帯区分

れは作期・作業の競合が厳しい作物切り替え時の対応技術．

すなわち′ト麦と大豆の収穫同時播種技術や立毛間播種技術

等の導入を前提にして大胆に区分したものである。

3　水田地域輪作先進事例の技術構造と労働組織

先進地域で進められている田畑輸換を軸とする水田輪作

休系の確立は，零細な土地所有を保証しながら合意形成に

より個別経営の枠を越えて土地の所有と利用の調整を図る

集団的土地利用秩序を形成し，生産は担い手グループに委
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注．1）オペはオペレーター．男・男女・女は嶋的作業着を示す。
2）◎：80才未濃男子▲彙専従者のいるリンゴ（50▲以上）▲読．（∋：
00才兼轟男子鼻糞専従者のいないリンゴ（501以上）義家．△二郎才
未濃男子鼻糞専従者のいるリンゴ（帥▲未濃）轟象　▲：60才未濃男
子轟彙専任者のいないリンゴ（501未轟）轟寮，ロ二郎才末濃男子鼻薬
専従者のいる欄作義家．■：60才未鶉男子轟稟専従者のいない稲作農家，
外：組合員外を示す。

図2　浅瀬石水稲生産組合（青森南津軽）の田植期の
作業分担（昭63年5月）
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ねる．という地域的広がりをもった集団的な営農方式によっ

て行われている。その営農方式は概ね二つのに類型化でき

る。集落あるいは旧村レベルなどですべてか大部分の農家

を包摂して土地利用調整を行う地縁的な土地管理組織を作

り，その中に専任オペレーターを中心とした担い手グルー

プが形成されている重層的な地域型（地縁的属地型）であ

る。地域労働市場があまり展開していない北東北に多く見

られる。もう一つは，地縁的な土地利用調整組織と担い手

組織が分離し，両者の契約によって水田地域輪作が成立し

ている受委託型であり，南東北に多くみられる。

青森県の水稲・リンゴ地帯にある地域型の浅瀬石水稲生

産組合（旧村3集落の約7割の農家350戸，水田約160ha）

は属地的に四つの支部を設け，稲作については支部ごとに

専任オペレーターをおき．各戸からの輪番によるオペレー

ターと補助作業者の出役によって共同作業を行っている。

田植時期の構成且の出役状況を図2に示した。秋作業も同

様に多人数による短期聞出役の協業編成により作業が行わ

れ，適期作業の確保と組合の指示による個別の栽培管理の

統一によって高位安定の水稲収量を実現しており，農家間

の単収格差は殆どみられない。転作部門の小麦は全地区を

対象に3年固定の輸換畑団地雇設け専任オペレーターグルー

プが担当して共同経営しており，小麦の収量は年次変動は

あるものの県平均を大きく上回っている。こうした水田農

業の組織化は兼業に深化した農家も含めた稲作の高位安定

と水田輪作の定着をもたらし，さらに個別部門のリンゴの

規模拡大と高品質化を実現している。
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図3　追土地中央生産組合（宮城北部）の大麦→大豆切替時の朋別作業分担（昭和揖年）

注．1）オペはオペレーターを示し．妻と父のA・8・C・Dは各オペレーターの妻および父を示す。
2）オペレーターEは麦・大豆師門（転作部門）だけに参加する集落内の個別前進農家である。

3）－は大慶の作業．一一一一は大豆の作象　－は野菜（イチゴ・メロン）の作業を示す。

受委託型の宮城県米山町の追土地中央生産組合は4戸の

農家で構成される受託型営農集団である。稲作については，

機械・施設の共同利用・共同作業を行っている。また地元

集落と隣接集落の転作団地約15haを受託して大麦一大豆

1年2作を行い，共同経営にしている。大麦を小麦に代え

るかどうかが課題になっている。加えて施設野菜（イチゴ，

メロン）を導入して共同経営を行っている。水田作では稲・

麦一大豆の輪作体系を確立して規模の経済を追求し∴施設

野菜の導入により労働受容力の拡大を図って年間就農がで

きる集団営農を展開している。大麦・大豆切り替え時の作

業分担を図3に示した。ここではオペレーターの組作業を

中心にした小人数の恒常的な出役による協業編成で大麦一

大豆作．野菜作の異種作業の継起性と重複性を克服してい

る。例えば，大豆播種作業では，排起1台．砕土整地3台，

施肥播種1台，計5台のトラクターを組合せ各作業単位の

違いを整合させながら，諸作業を同時並行的に実施して適

期作業と作業精度の向上を図っている。水稲はササニシキ

で10a当り糾0－600kgの収量を上げ．大麦・大豆の収量は

県平均を大きく上回り，気象条件に恵まれた年の大麦一大

豆1年2作の所得は稲作所得に近い水準に達している。

4　お　わ　り　に

稲作に偏した水田農法と地域農業の総合的な再編を図る

には，地域的な集団的土地利用秩序を形成していくことが

必須の条件である。それを基盤に資本の集積と家族経営の

枠を越える労働組織の編成を図り水田地域輪作体系を確立

して，規模の経済と田畑輸換効果を追求することが必要と

なる。その場合，水田農法の転換については．とかく作物

選択と作付噸序に目が向きがちであるが，労働組織の変革

を伴うものであることに留意していく必要がある。さらに

事例でみたように野菜・果樹などの集約部門を加えて労働

受容力を拡大していくことが重要な戦略となる。
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